
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
つ
い
て

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は
、
遺
物
や
遺
構
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
黒
石
市
内
に
は
百

八
十
四
ケ
所
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
布
状
況
を
見
て
み
る
と
、
遺
跡
は
主
に
水
が
豊
富
で
、
平
坦
な

丘
陵
地
に
所
在
す
る
。

こ
れ
ま
で
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
の
数
は
十
一
ケ
所
で
あ
る
が
、
重
要
な
遺
跡
三
ケ
所
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

◎
花
巻
遺
跡

花
巻
遺
跡
は
、
学
史
的
に
有
名
な
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
が
文
献
に
最
初
に
登
場
す
る
の
が
寛か
ん

政せ
い

十
年
（
一
七

九
八
）
に
作
成
さ
れ
た
、
菅す
が

江え

真ま

澄す
み

の
『
追つ

柯が

呂る

能の

通つ

度と

』
で
あ
る
。
菅
江
は
、
三
河
（
現
在
の
愛
知
県
）
出
身
の

紀
行
家
で
あ
る
。
三
十
才
の
時
に
遊
歴
の
旅
に
出
る
が
、
二
度
と
三
河
に
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
晩
年
は
秋
田
領

内
で
過
ご
し
、
七
十
六
才
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

菅
江
の
遊
歴
の
目
的
は
、
未
知
の
国
々
に
対
す
る
探
求
心
と
名
所
巡
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
各
地
の
生
活
や
風
俗
習

慣
の
様
子
を
日
誌
と
ス
ケ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
三
内
丸
山
遺
跡
や
亀
ケ
岡
遺
跡
、花
巻
遺
跡
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
を
細
か
く
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
。
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考
古
学
が
学
問
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
多
く
の
考
古
学
者
が
輩
出

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
中な
か

谷や

治じ

宇う

二じ

郎ろ
う

が
い
る
。
中
谷
は
、
大
正
十
三

年
（
一
九
二
四
）
に
東
京
大
学
人
類
学
科
へ
入
学
す
る
と
、
西
洋
考
古

学
の
考
え
方
を
と
り
入
れ
た
斬
新
な
方
法
論
を
用
い
て
、
土
器
編
年
を

確
立
さ
せ
た
。
中
谷
の
研
究
は
次
第
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
中
谷
は
縄
文
時
代
の
人
骨
と
埋
葬
の
研

究
の
た
め
東
北
地
方
を
訪
れ
る
が
、
秋
田
県
大
館
市
で
菅
江
真
澄
の
文

献
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
献
の
中
で
多
量
の
円え
ん

筒と
う

土ど

器き

が
出

土
し
て
い
る
花
巻
遺
跡
に
注
目
し
、
発
掘
調
査
を
決
意
す
る
。
佐
藤
雨

山
の
案
内
で
黒
石
市
を
訪
れ
、
わ
ず
か
二
日
間
で
あ
っ
た
が
、
発
掘
調

査
を
行
っ
た
。
発
掘
の
結
果
、
多
量
の
円
筒
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

中
谷
は
、
東
京
へ
帰
る
と
花
巻
遺
跡
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。

そ
の
中
で
、
円
筒
上
層
式
土
器
に
対
し
て
「
花
巻
式
土
器
」
と
命
名
し

た
。
し
か
し
、
中
谷
は
フ
ラ
ン
ス
留
学
す
る
が
、
帰
国
後
三
十
五
才
の

若
さ
で
こ
の
世
を
去
る
。

花
巻
遺
跡
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
い
て
考
古
学
界
の
代
表
的

石棺墓

発掘調査風景（昭和62年）
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遺
跡
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
は
中
谷
を
は
じ
め
、
工
藤
彦
一
郎
や
佐
藤
蔀し
と
みら
が
花
巻
遺
跡
に
関
す
る
論
文

を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
中
谷
の
若
く
し
て
の
死
は
、
花
巻
遺
跡
の
み
な
ら
ず
、「
花
巻
式
土
器
」
と
い
う
名
称
ま

で
自
然
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
と
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
に
黒
石
市
教
育
委
員
会
で
花
巻
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ

た
。
調
査
の
結
果
、
竪
穴
住
居
跡
一
棟
、
石
棺
墓
十
基
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
の
大
集
落
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。

◎
甲
里
見
（
二
）
遺
跡

黒
石
市
内
に
は
奈
良
時
代
の
遺
跡
は
少
な
い
が
、
平
安
時
代
の
遺
跡
は
数
多
く
分
布
し
て
い
る
。

青
森
県
内
の
遺
跡
の
分
布
状
況
も
同
じ
よ
う
に
平
安
時
代
に
な
る
と
数
多
く
の
遺
跡
が
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。

遺
跡
が
増
大
す
る
原
因
は
、
農
業
を
中
心
と
し
た
経
済
生
活
が
安
定
し
た
こ
と
と
、
律
令
国
家
が
確
立
す
る
に
つ
れ
、

人
間
の
往
来
が
激
し
く
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
に
甲こ
う

里さ
と

見み

（
二
）
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
三
棟
の
竪
穴
住

居
跡
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
う
ち
一
棟
が
焼
失
家
屋
で
あ
る
。
出
火
の
原
因
は
後
で
述
べ
る
が
、
カ
マ
ド
か
ら
は
土ど

馬ば

、

手て

捏づ
く

ね
土ど

器き

、
勾ま
が

玉た
ま

な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
律
令
祭
祀
遺
物

り
つ
り
ょ
う
さ
い
し
い
ぶ
つ

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

律
令
制
が
布
か
れ
た
西
日
本
で
は
、
日
常
生
活
の
不
安
と
恐
怖
か
ら
魔
除
け
や
信
仰
が
生
ま
れ
る
と
、
そ
れ
に
伴
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う
遺
物
が
さ
か
ん
に
造
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
を
律
令
祭
祀
遺
物
と

い
う
。
例
え
ば
、
人じ
ん

面め
ん

土ど

器き

、
人ひ
と

形が
た

、
鳥と
り

形が
た

、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
斎い

串ぐ
し

、
勾ま
が

玉た
ま

な
ど
が
あ
る
。

甲
里
見
（
二
）
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
律
令
祭
祀
遺
物
の
う
ち
土
馬
は

東
北
地
方
で
も
あ
ま
り
出
土
例
が
な
く
、極
め
て
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。

馬
が
大
陸
か
ら
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
き
、
馬
が
水
辺
で
飼
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
水
神
信
仰
の
思
想
も
導
入
さ
れ
た
。
以
来
、
馬
は
雨
乞

い
の
神
様
と
し
て
崇
め
ら
れ
た
。
平
安
京
、
平
城
京
な
ど
の
井
戸
跡
や

溝
状
遺
構
か
ら
土
馬
が
多
量
に
出
土
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
馬
は
貴
人
の
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
死
者
を

天
空
へ
運
ぶ
生
き
物
や
、
疫や
く

病び
ょ

神う
が
みを
乗
せ
る
物
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
甲
里
見
（
二
）
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
焼
失
家
屋

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
カ
マ
ド
か
ら
律
令
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
て
い

る
こ
と
か
ら
何
か
魔
除
け
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、
焼
失
家
屋
か

ら
柱
や
家
財
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
自
ら
家
に
火
を
付
け
た

土馬（真上）

発掘調査風景（昭和63年）

土馬（横向）
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可
能
性
が
あ
る
。
住
居
に
住
ん
で
い
た
人
間
が
何
ら
か
の
疫
病
に
か
か
り
、
こ
れ
が
伝
染
し
な
い
よ
う
に
カ
マ
ド
に

遺
物
を
放
り
込
み
、
火
を
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
土
馬
が
水
関
係
以
外
の
信
仰
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
疫

病
防
止
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

青
森
県
内
で
土
馬
が
出
土
し
て
い
る
の
は
、
甲
里
見
（
二
）
遺
跡
以
外
、
八
戸
市
岩
ノ
沢
平
遺
跡
の
わ
ず
か
二
例

だ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
青
森
県
に
も
少
な
か
ら
ず
律
令
制
の
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。

◎
一
ノ
渡
遺
跡

縄
文
時
代
後
期
（
約
三
千
五
百
年
前
）
に
は
、
日
本
海
側
を
中
心
に
「
巨
石
文
化
」
が
栄
え
る
。
例
え
ば
、
青
森

市
小
牧
野
遺
跡
、
弘
前
市
大
森
勝
山
遺
跡
、
秋
田
県
鹿
角
市
大
湯
環
状
遺
跡
な
ど
の
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
特
徴
は
、
大
き
い
石
を
直
径
二
〇
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
並
べ
て
い
る
。
黒
石
市

で
も
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
一い
ち

ノの
わ

渡た
り

遺
跡
で
あ
る
。

一
ノ
渡
遺
跡
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
、
総
数
百
二
基
の

大
規
模
な
配
石
遺
構
群
が
発
見
さ
れ
た
。
配
石
遺
構
群
に
は
組
石
、
列
石
、
集
石
、
立
石
な
ど
が
あ
る
。

組
石
は
二
基
発
見
さ
れ
た
。
う
ち
一
基
は
、
縦
一
四
メ
ー
ト
ル
×
横
三
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
大
小
の
礫
や
平
ら
な

石
を
並
べ
た
も
の
で
、
同
じ
高
さ
に
平
面
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。
も
う
一
基
は
、
同
じ
よ
う
に
水
平
に
石
を
並

148



べ
て
い
る
が
、
石
の
下
に
土
坑
を
掘
っ
て
い
る
。
こ
の
土
坑
跡
の
使

用
目
的
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
比
較
的
大
き
い
石
や
棒
状
の
石
を
立
て
た
「
立
石
」
と
呼

ば
れ
る
遺
構
が
あ
る
。
立
石
の
特
徴
は
、
立
て
た
石
の
ま
わ
り
に
小

さ
い
礫
を
サ
ー
ク
ル
状
に
並
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ス
ト
ー
ン
・

サ
ー
ク
ル
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
構
が
三
ケ
所

確
認
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
石
を
一
列
に
並
べ
た
列
石
や
、
不
定
形
に
並
べ
た

集
石
の
遺
構
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
の
中
に
無
造
作
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
配
石
遺
構
群

の
利
用
目
的
は
、
二
基
の
組
石
を
祭
壇
と
し
て
利
用
し
た
大
規
模
な

儀
式
を
行
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
構
の
ほ
か
に
、
貴
重
な
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
硬

玉
製
大
珠
で
あ
る
。
硬
玉
製
大
珠
と
は
、
ヒ
ス
イ
製
の
装
飾
品
で
、

形
が
カ
ツ
オ
節
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
鰹
節
形
大
珠
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
こ
の
大
珠
に
は
紐
を
通
す
穴
が
穿
け
て
あ
り
、
首
飾
り

硬玉製大珠

組石（祭壇として使用された可能性がある）

立石
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と
し
て
使
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
珠
の
原
産
地
は
、
新
潟
県
青
海
町
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
内
丸
山
遺
跡
で
は
今
か
ら
お
よ
そ
四
千
五
百

年
前
に
新
潟
県
の
ヒ
ス
イ
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、県
内
各
地
で
も
新
潟
産
の
ヒ
ス
イ
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
が
、

交
易
ル
ー
ト
や
流
通
機
構
に
つ
い
て
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
ノ
渡
に
住
む
縄
文
人
も
北
陸
の
縄
文
人

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

黒
石
市
内
に
は
、
巨
石
文
化
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
花
巻
遺
跡
の
石せ
っ

棺か
ん

墓ぼ

で
あ
る
。
石
棺
墓
と
は
、
数
枚
の
平
ら
な
石
を
並
べ
て
造
っ
た
柩ひ
つ
ぎで

、
こ
の
時
期
に
は
二
次
埋
葬
が
流
行
す
る

が
、
甕
棺
に
収
め
る
前
段
階
に
石
棺
墓
に
埋
葬
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
巨
石
文
化
は
後
期

初
頭
に
栄
え
る
が
、
わ
ず
か
数
百
年
で
消
滅
す
る
。
縄
文
時
代
の
謎
で
あ
る
。
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